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自
治
体
は
住
民
の
要
求
に
ど
う
応
え
て
い
る
か

  

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
四
月
五
日
～
六
日
「
地
方

自
治
研
究
全
国
集
会
」
が
、
全
国
か
ら
自
治
労
の
組
合
員

や
地
方
議
員
な
ど
一
〇
〇
〇
名
が
参
加
し
て
、
山
梨
県
甲

府
市
で
開
催
さ
れ
た
。

  

自
治
研
全
国
集
会
の
基
本
テ
ー
マ
は
、「
自
治
体
は
住

民
の
要
求
に
ど
う
応
え
て
い
る
か
」で
あ
っ
た
。分
科
会
は
、

「
自
治
体
労
働
者
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」「
職
場

か
ら
み
た
自
治
体
行
政
の
実
態
」「
住
民
と
の
結
合
を
阻

害
し
て
い
る
も
の
は
何
か
」
な
ど
、五
つ
の
問
題
（
課
題
）

別
に
わ
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

  

こ
の
自
治
研
集
会
を
取
材
し
た
朝
日
新
聞
は
「
自
治
労

の
研
究
集
会
か
ら
」
と
し
て
、「
ま
ず
、〝
役
人
根
性
〟
を

精
算
―
住
民
と
手
を
む
す
ぶ
努
力
を
」
と
い
う
大
見
出
し

で
報
告
記
事
を
掲
載
（
一
九
五
七
年
四
月
一
五
日
付
）
し
、

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
ま
た
、都
政
調
査
会
発
行
の『
都

政
』
一
九
五
七
年
四
月
号
で
も
「〝
お
役
人
〟
返
上
を
申
し

出
た
お
役
人
」
と
題
し
て
、
第
一
回
自
治
研
集
会
の
分
科

会
等
の
論
議
を
八
頁
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
報
じ
た
。

  

自
治
労
で
は
地
方
自
治
体
の
行
財
政
の
分
析
・
研
究
を

行
い
、
地
方
自
治
確
立
の
た
た
か
い
を
強
め
よ
う
と
い
う

志
向
そ
の
も
の
は
、
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

  

一
九
五
四
年
一
月
の
自
治
労
結
成
時
の
第
一
回
大
会
で

採
択
さ
れ
た
自
治
労
綱
領
三
原
則
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、

生
活
向
上
と
労
働
条
件
改
善
の
た
め
組
織
を
強
化
し
、
一

切
の
反
動
勢
力
と
た
た
か
う
」「
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て

の
民
主
的
諸
勢
力
と
固
く
提
携
し
、
日
本
の
平
和
と
独
立

の
た
め
に
た
た
か
い
、
も
っ
て
世
界
の
恒
久
平
和
に
貢
献

す
る
」
の
項
目
と
と
も
に
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
自
治
体
労

働
者
の
階
級
的
な
使
命
に
徹
し
、
も
っ
て
地
方
自
治
の
民

主
的
確
立
の
た
め
に
た
た
か
う
」
と
謳
っ
て
い
た
。
こ
の

第
一
回
大
会
に
は
、
福
岡
県
連
（
現
在
の
自
治
労
福
岡
県

本
部
）
が
自
治
労
本
部
運
動
方
針
案
の
「
地
方
自
治
確
立

の
闘
い
」
に
対
し
て
「
地
方
自
治
研
究
大
会
の
組
織
化
に

つ
い
て
」
と
い
う
追
加
修
正
案
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
の

趣
旨
は
、
吉
田
内
閣
の
財
政
合
理
化
の
中
で
未
曾
有
の
赤

字
と
な
っ
た
地
方
財
政
の
危
機
の
も
と
「
崩
壊
に
瀕
し
た

地
方
自
治
体
の
現
状
に
対
し
て
は
、
良
心
的
な
知
事
や
市

長
さ
え
反
対
に
立
っ
て
い
る
こ
の
中
で
地
方
自
治
体
労
働

者
が
中
心
と
な
り
理
事
者
、
住
民
も
含
め
て
広
範
な
闘
い

を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
自
治
体
労

働
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
ら
か
に
し
ど
の
よ
う
な
活

動
を
す
べ
き
か
と
云
う
闘
い
の
具
体
的
方
針
を
挿
入
す
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
修
正
案
は
採
決
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
年
六

月
に
開
催
さ
れ
た
自
治
労
第
二
回
大
会
に
お
い
て
、「
地

方
自
治
防
衛
委
員
会
」の
設
置
が
採
択
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
地
方
自
治
防
衛
闘
争
は
、
実
質
的
な
組
織
も
な
く
、

組
織
的
な
共
同
行
動
も
な
か
っ
た
と
反
省
さ
れ
、
後
に
自

治
労
本
部
は
、
自
己
批
判
を
行
っ
た
上
で
、
一
九
五
六
年

五
月
に
開
催
さ
れ
た
自
治
労
第
七
回
中
央
委
員
会
に
お
い

て
「
従
来
数
多
く
の
闘
い
を
組
織
す
る
な
か
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
…
…
現
象
面
に
対
す
る
対
策
に
終
始
し
、

自
治
体
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
考
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
過
去
の
反
省
の
う
え
に

た
っ
て
、
敵
が
現
在
し
く
ん
で
い
る
自
治
体
の
カ
ラ
ク
リ

を
わ
れ
わ
れ
自
治
労
の
研
究
と
討
議
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
、
自
治
体
労
働
者
が
職
場
の
す
み
ず
み
で
相
互
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
直
接
影
響
を
受
け
る
住
民
に
積
極
的
に

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、「
地
方
自

治
研
究
集
会
」
の
開
催
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
五
六
年
八
月
「
第
一

回
自
治
研
中
央
準
備
会
」
が
開
催
さ
れ
、
以
降
四
回
に
わ

た
る
準
備
委
員
会
が
も
た
れ
た
。こ
の
中
で
の
議
論
で
は
、

地
方
自
治
防
衛
闘
争
の
中
で
「
と
く
に
弱
点
と
し
て
露
呈

さ
れ
た
こ
と
は
、
自
治
体
労
働
者
の
地
方
自
治
に
対
す
る

認
識
の
欠
如
で
あ
」り
、ま
た
、地
方
財
政
の
危
機
下
の「
現

状
の
な
か
で
、
自
治
体
労
働
者
は
自
分
が
従
事
す
る
仕
事

を
通
じ
、
国
の
収
奪
政
策
の
下
請
け
機
関
化
し
つ
つ
あ
る

自
治
体
の
姿
と
、
地
方
住
民
の
要
求
と
の
板
挟
み
に
苦
し

ん
で
い
る
」「
状
況
を
打
開
し
な
い
限
り
、
組
合
活
動
や

組
織
の
前
進
は
あ
り
得
な
い
」な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
自
治
研
全
国
集
会
の
目
的
を
①
地
方
行
政

を
民
主
的
に
確
立
す
る
基
礎
を
作
り
上
げ
る
、
②
自
治
体

労
働
者
の
実
践
行
動
を
発
展
強
化
さ
せ
る
、
③
住
民
の
自

治
体
に
対
す
る
認
識
を
強
め
る
、
の
三
点
と
し
、
当
面
の

目
標
を
「
自
治
体
労
働
者
が
職
場
の
仕
事
を
つ
う
じ
て
行

政
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
」こ
と
に
お
い
た
。
そ
の
上
で
、

　
佐
　
野
　
幸
　
次

自
治
労
自
治
研
全
国
集
会

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み



9 北海道自治研究 ２０１４年８月（Ｎo.547）

自
治
研
全
国
集
会
の
基
本
テ
ー
マ
を
「
自
治
体
は
住
民
の

要
求
に
ど
う
応
え
て
い
る
か
」
と
し
て
、
第
一
回
自
治
研

全
国
集
会
を
開
催
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
自
治
研
活
動
の
も
う
一
つ
の
淵
源

 

　
自
治
研
活
動
の
も
う
一
つ
の
淵
源
と
し
て
、
日
教
組
の

「
教
育
研
究
活
動
」（
教
研
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
五
一

年
一
一
月
、日
教
組
は
「
平
和
と
民
主
教
育
の
確
立
」「
民

主
教
育
の
担
い
手
と
し
て
の
教
員
」
等
を
掲
げ
、
第
一
次

教
研
大
会
を
開
催
し
た
。
後
に
教
研
集
会
と
改
称
さ
れ
る

教
研
活
動
は
、社
会
的
に
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
、

自
ら
の
仕
事
の
点
検
・
分
析
活
動
と
い
う
手
法
で
の
労
働

運
動
の
あ
り
方
と
し
て
も
自
治
労
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
自
治
研
活
動
の
提
起
も
こ
の
日
教
組
の
教
研
活
動
の

自
治
体
職
員
版
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
自
治
研
と
そ
の
先
輩
の
日
教
組
の
教
研
」
は
「
日
本
独

創
の
知
識
労
働
者
の
運
動
形
態
」
で
あ
り
、「
外
国
の
学

者
や
視
察
者
も
、
労
働
運
動
で
の
日
本
の
発
明
と
し
て
評

価
」（
松
下
圭
一
、
参
考
文
献
一
六
三
頁
）
し
て
い
た
、

と
さ
れ
て
い
る
。

  

ま
た
、
当
初
の
教
研
集
会
が
「
平
和
教
育
を
い
か
に
展

開
す
る
か
」
な
ど
の
問
題
別
の
分
科
会
か
ら
、
一
九
五
七

年
の
第
六
次
教
研
集
会
で
「
現
場
の
毎
日
の
教
育
の
な
か

で
、民
主
教
育
を
活
か
す
」
と
い
う
視
点
か
ら
、「
国
語
」「
算

数
」「
理
科
」
な
ど
の
教
科
別
分
科
会
を
採
用
し
、
成
果
を

上
げ
た
こ
と
は
、
自
治
研
全
国
集
会
の
行
政
部
門
別
分
科

会
へ
の
移
行
に
際
し
て
も
影
響
を
与
え
た
、と
さ
れ
て
い
る
。

　
地
方
自
治
を
住
民
の
手
に

　「
こ
の
甲
府
集
会
は
『
手
さ
ぐ
り
の
集
会
』
と
評
さ
れ

た
よ
う
に
、
い
わ
ば
自
治
研
活
動
の
継
続
的
推
進
に
向
け

て
の
準
備
集
会
で
あ
っ
た
」（『
自
治
労
運
動
史
』
第
一
巻

三
五
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
集
会
で
の
討
議
を
通

じ
て
筆
者
の
感
じ
た
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
の
職
員
が
い

わ
ゆ
る
『
お
役
人
』
の
殻
を
破
ろ
う
と
し
て
苦
悶
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
行
政
内
容
を
住
民
側
か

ら
み
て
検
討
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
は
か
ら
ず
も

従
来
か
ら
論
議
さ
れ
て
き
た
職
場
の
問
題
の
重
要
性
を
再

認
識
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、

点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
員
不
足
・
労
働
強
化
と
い
う
問

題
を
そ
れ
自
体
と
し
て
の
み
取
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、

ま
さ
に
こ
の
職
場
の
中
に
地
方
自
治
体
を
め
ぐ
る
諸
問
題

が
集
約
的
に
現
れ
て
い
る
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
こ
の
打

開
な
く
し
て
職
員
組
合
の
前
進
は
困
難
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」（
高
木
鉦
作
「
地
方
自
治
体
の
行
政
と

役
所
機
能
―
第
一
回
地
方
自
治
研
究
集
会
の
討
議
か
ら
」

東
京
市
政
調
査
会
『
都
市
問
題
』
一
九
五
七
年
六
月
号
五

五
頁
）
と
い
う
、
後
の
自
治
研
活
動
に
も
繋
が
る
評
価
も

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

  

そ
の
後
自
治
研
は
、
第
二
回
全
国
集
会
（
一
九
五
八
年

七
月
・
山
口
県
下
関
市
）
か
ら
、
討
論
が
拡
散
し
た
と
さ

れ
る
問
題
別
分
科
会
か
ら
「
保
健
衛
生
」「
社
会
福
祉
」

「
労
働
商
工
」「
農
林
水
産
」「
土
木
建
築
」「
税
務
」
な
ど

の
行
政
部
門
別
の
分
科
会
方
式
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も

あ
っ
て
、
参
加
者
が
自
治
労
運
動
の
幹
部
・
活
動
家
か
ら

職
場
の
組
合
員
に
広
が
り
、議
論
の
内
容
も
日
常
の
職
場
、

仕
事
の
分
析
に
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
参
加
者
も
三
三
〇

〇
名
と
飛
躍
的
に
伸
び
た
。一
九
五
八
年
一
二
月
に
は『
自

治
研
の
手
引
き
』
第
一
集
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で

「
自
治
研
活
動
と
は
住
民
の
地
方
自
治
を
つ
く
り
あ
げ
民

主
主
義
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
た
め
の
自
治
労
の
運
動

で
あ
る
」
と
自
治
研
の
定
義
が
明
確
に
さ
れ
た
。

  

一
九
五
九
年
三
月
に
は
機
関
誌
『
月
刊
自
治
研
』
が
創

刊
さ
れ
た
。
そ
の
年
の
一
〇
月
に
長
野
市
で
開
催
さ
れ
た

第
三
回
自
治
研
全
国
集
会
は
、四
三
〇
〇
名
の
参
加
者
で
、

そ
の
後
定
着
す
る
こ
と
と
な
る
全
四
日
の
日
程
で
、
初
日

及
び
四
日
目
に
全
体
集
会
、
二
・
三
日
目
に
分
科
会
を
行

う
と
い
う
方
式
と
な
っ
た
。
翌
一
九
六
〇
年
一
〇
月
に
新

潟
市
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
自
治
研
全
国
集
会
で
は
、
五

〇
〇
〇
名
規
模
の
大
集
会
と
な
っ
た
。

  

一
九
六
一
年
一
〇
月
に
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回

自
治
研
全
国
集
会
で
は
、
一
六
の
行
政
部
門
別
の
分
科
会

編
制
に
な
っ
た
。
ま
た
、
基
本
テ
ー
マ
は
、「
自
治
体
は

住
民
の
要
求
に
ど
う
応
え
て
い
る
か
」
か
ら
、「
自
治
研

活
動
を
と
お
し
て
住
民
の
中
へ
入
り
、
住
民
共
闘
と
自
治

体
労
働
者
の
団
結
強
化
の
方
向
を
め
ざ
す
」
な
ど
の
問
題

意
識
に
た
っ
て
、「
地
方
自
治
を
住
民
の
手
に
」
と
設
定

さ
れ
た
。
後
に
、
鳥
取
県
米
子
市
で
開
催
さ
れ
た
一
九
九

八
年
第
二
七
回
自
治
研
全
国
集
会
で
「
創
ろ
う
、
市
民
自

治
の
豊
か
な
社
会
」
に
変
更
さ
れ
る
ま
で
、
自
治
研
活
動

は
こ
の
テ
ー
マ
で
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、
佐
賀
市
で
開
催
の
自
治
研
全
国

集
会
で
三
五
回
目
と
な
る
。
　

＜

さ
の
　
こ
う
じ
・
公
益
財
団
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員
・
前
事
務
局
長＞

【
参
考
文
献
】
佐
藤
俊
一
「
自
治
労
の
結
成
と
自
治
研
創
生
期

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
」（
佐
藤
俊
一
『
日
本
地
方
自
治
の
群

像
［
第
二
巻
］』
所
収
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